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市議会  は
こちら ➡

※「ＱＲコード」は（株）デンソーウェーブの登録商標です。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
今

後
の
感
染
症
対
策
、
社
会

経
済
活
動
、
災
害
対
策
な

ど
の
幅
広
い
視
点
で
、
２

０
２
２
年
度
当
初
予
算
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
山
市
議
会
で

は
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
強
く
非

難
す
る
決
議
」
を
全
会
一

致
で
可
決
し
、
武
力
に
よ

る
侵
略
行
為
に
対
し
、
国

際
社
会
の
恒
久
平
和
を
広

く
世
界
に
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
編
集
後
記
の
執
筆

時
点
に
お
い
て
は
、
い
ま

だ
事
態
収
束
の
道
筋
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
刻
も
早
い
停
戦
と
平
和

的
解
決
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。（

三
好
剛
史
）

　ウクライナをめぐる情勢については、昨年末
以来、国際社会が緊張の緩和と打開に向け外交
努力を重ねてきた。しかし、２月24日、ロシ
アはウクライナへの武力攻撃、侵略を開始した。
　今回の行動は、明らかにウクライナの主権、
領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国
際法の深刻な違反であり国連憲章に反するもの
である。また、プーチン・ロシア大統領は核兵
器の使用を示唆する発言を行うなど、その一連
の行為は平和非核都市を宣言している本市の願
いを踏みにじるものであり、強い憤りを覚える。

　このようなロシアの力による侵略行為は断じ
て認められず、強く非難するものである。ロシ
アは国際社会の強い自制の求めにもかかわらず
侵略行為を継続しており、ウクライナ各地にお
ける市民への被害の拡大も深く憂慮される。
　福山市議会は国際社会の恒久平和を世界に訴
えつつ、ウクライナの主権、領土の一体性、独
立を支持することを改めて表明し、日本政府が
経済制裁や人道支援において、国際社会と一致
した措置を取ることを支持する。重ねて、ロシ
アに対し、直ちに侵略行為を中止するよう強く
求める。

「
水
野
勝
成
の
福
山
城
築
城

 

―
そ
の
魅
力
と
歴
史
的
意
義
―
」

か
っ
た
と
い
わ
れ
る
１
６
２
２
年
（
元

和
８
年
）、
初
代
藩
主
水
野
勝
成
は
、

西
国
大
名
の
監
視
と
防
衛
拠
点
の
狙
い

と
し
て
10
万
石
の
地
に
50
万
石
級
の
大

き
な
城
郭
を
築
き
ま
し
た
。
通
常
完
成

に
は
７
～
８
年
か
か
る
と
こ
ろ
、
わ
ず

か
２
年
で
完
成
で
き
た
の
は
当
時
の
将

軍
徳
川
秀
忠
か
ら
重
要
視
さ
れ
相
当
の

公
金
が
投
入
さ
れ
た
の
で
は
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
、
北
側
面
総
鉄
板
張

り
の
天
守
の
建
築
は
と
て
も
珍
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
京
都
の
伏
見
城
か
ら
櫓や

ぐ
らを
移

築
す
る
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
異
例
ず

く
め
の
築
城
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
こ
の
伏
見
城

か
ら
移
設
さ
れ
た
櫓（
伏
見
櫓
）は
国
宝

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
国
内
に
は
約
４
～
５
万
の
城

が
あ
る
と
い
わ
れ
る
中
で
、
わ
が
福
山

城
は（
公
財
）日
本
城
郭
協
会
が
選
定
す

る
１
０
０
名
城
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
得
た
歴
史
的
教
養
を
政
治
活
動
に

生
か
し
、
築
城
４
０
０
年
を
迎
え
た
福

山
城
の
さ
ら
な
る
魅
力
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員
研
修
会

講
師

　
静
岡
大
学
名
誉
教
授

　
小
和
田
　
哲
男 

さ
ん

◇
講
師
紹
介

　
１
９
７
２
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

　
現
在
、
静
岡
大
学
名
誉
教
授
、
文
学

博
士
、（
公
財
）日
本
城
郭
協
会
理
事
長

※寛政重修諸家譜：幕府が諸大名・旗本から家譜を提出させて編さんした系譜集

ロシアによるウクライナ侵略を強く非難する決議
全会一致で決議案を可決しました。
要旨は次のとおりです。

全文はこちら ➡

　
１
月
20
日
に
議
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。「
麒き

り
ん麟

が
く
る
」（
２
０
２
０

年
）
な
ど
、
数
々
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
の
時
代
考
証
を
ご
担
当
さ
れ
て
い
る

小
和
田
哲
男
先
生
を
お
招
き
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
福
山
城
築
城
の
記
録
が
あ
る
「※

寛か
ん
せ
い政

重
修
諸し

ょ
家か

ふ譜
」
に
よ
る
と
、
一
国
一
城

令
に
よ
り
新
た
な
城
は
建
築
し
て
い
な

ち
ょ
う
しゅ
う


